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佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による 

寄附金活用実績報告書 

 

 

  令和３年４月２８日付け県協第 275 号により寄附金交付決定通知のあった佐賀県ふるさと寄附

金「ＮＰＯ等を指定した支援」を活用して下記のとおり事業を実施したので、佐賀県ふるさと寄附金

（「県民協働の地域づくり」及び「ＮＰＯ等を指定した支援」）による寄附金交付要綱の規定により、

関係書類を添えて報告します。 

 

記 

 

１ 活用実績報告書（様式第６号 別紙１） 

２ 収支決算書（様式第６号 別紙２） 

 

 

  



（様式第６号 別紙１） 

    令和３年度寄附金活用実績報告書 

 

事  業  名 保護動物のシェルター整備・運営事業 

寄 附 受 入 額  4,449,150      円 

事業内容（いつ、どこで、誰が、何を、どのように実施したのかについて記載）  

１．保護動物のシェルター整備・運営事業 

■期間 2021年 4月～2022年 3月 

■事業の要旨： 

シェルターの移転整備を行い、整った環境での保護飼養を行うために、現在移転予定地の測量、諸

手続きを行っており、2022年度中に土地を取得予定。 

 

 

 

２．ＴＮＲ活動事業 

■期間：2021年 4月～2022年 3月 

    2021年 5月、7月、10月、12月、2022年 3月 全 5回 

■会場：大和町旧クリーンセンター 

■主催者・参加者：当会と野良猫対策連合会の共催(20 名ほど)、唐津市、小城市、佐賀市を中心

に動物愛護・野良猫問題に関心がある150名ほどが参加   

■事業の要旨： 野良猫の不妊手術を行うことによって飼い主がいない猫の数を抑制し、住みよい

街づくりを進める。不適切な飼養事案を改善。また動物愛護の意識の高揚を目的としています 

 

  

 事業実施の成果・効果（見込み）  

※提出期限までに成果・効果を示すことが困難な場合は、成果・効果の見込みを記入してください。 

１．保護動物のシェルター整備・運営事業 

移転整備後は、保護飼養に加え、啓発事業、TNR事業の拠点として、また行政機関や県民等からの要請

にも柔軟な対応が可能となる 

 

２，TNR活動事業 

2021年度全5回で1007匹の野良猫に避妊去勢手術を施しました。5月は唐津市を中心に100匹以上の

TNRを行い、現在もフォローが続いています。動物病院が少ないため早急には進みませんが、手術を行

った地域では費用を出してでも手術をして欲しいという声が多々あがるようになり、野良猫を取り巻

く人の意識が確実に変わっていることがわかります。 

 



 

（様式第６号 別紙２） 

 

収 支 決 算 書 

事業名 保護動物のシェルター整備・運営事業 

区  分 決算額（円） 備  考 

収 
 

入 

佐賀県ふるさと寄附金 4,449,150 第 1回交付： 4,449,150円 

  第 2回交付：     0 

  第 3回交付：     0 

  第 4回交付：     0 

前年度繰越金 7,400,104  

   

収入 計 11,849,254  

支 
 

出 

TNR活動事業費   

TNR手術代 5,035,000 

 

５回開催分2021年、5月7月、10

月、12月、3月 

獣医師宿泊費、食事代等 385,414 同上 

   

   

次年度繰り越し 6,428,840 TNR活動事業、シェルター整備・運営

事業へ補充予定 

返礼品等の調達に係る費用 0  

返礼品等の送付に係る費用 0  

広報に係る費用 0  

事務に係る費用 0  

支出 計 11,849,254  

○支出区分は、謝金、旅費、印刷製本費、消耗品費、使用料等に分けて記載してください。 

経理上の区分名で記載して構いません。 

○領収書等は事業終了後５年間保存してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


